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新
た
な
年
を
迎
え
て
同
窓
会
は
元
気
で
す

同
窓
会
会
長 

　
大
　
嶋
　
　
　
裕   

　

平
成
22
年
も
明
け
て
か
ら
3

ケ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

で
、
各
方
面
に
て
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
学
も
平
成
21
年
9
月
の

卒
業
生
を
含
め
ま
し
て
1
万�

８
０
０
０
余
名
の
会
員
を
持
つ
組

織
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21

年
度
よ
り
卒
業
式
は
通
常
の
3

月
以
外
に
、
セ
メ
ス
タ
ー
制
度

に
基
づ
き
上
半
期
で
所
定
の
単

位
を
取
得
す
れ
ば
卒
業
の
認
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
21
年
度
は
14
名
が
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。セ
メ
ス
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
の
説
明
は
Ｐ
７
小
林
商
学

部
長
の
記
事
に
あ
り
ま
す
。）会
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員
諸
氏
が『
安
ん
じ
て
事
を
託

さ
る
ゝ
人
と
な
れ
』の
建
学
の

精
神
を
、
各
方
面
で
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
21
日
㈯
に
は

第
34
回
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、
予
定
し
た
人
数
を
超
え
た

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
今
年
度

（
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21

年
9
月
）
の
事
業
実
績
・
決
算

報
告
と
次
年
度
（
平
成
21
年
10

月
か
ら
平
成
22
年
9
月
）
の
事

業
計
画
・
予
算
案
の
ご
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
後
の

懇
親
会
に
は
、
松
本
理
事
長
以

下
多
数
の
教
職
員
、
定
年
退
職

さ
れ
た
先
生
方
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
和
や
か
に
近
況
や
、

大
学
の
現
在
の
様
子
な
ど
お
互

い
に
情
報
交
換
を
し
て
い
る
様

子
を
拝
見
す
る
と
、
開
催
者
側

と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
多
数
の
出
席
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。な
お
、会
員
の
方

よ
り
「
開
催
時
間
を
早
め
れ
ば

近
隣（
千
葉
、埼
玉
、静
岡
県
な
ど
）

の
方
の
出
席
も
可
能
で
は
」
と
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
の
で
次

回
よ
り
開
催
時
間
を
検
討
し
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
出
席
し
て

頂
け
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
同

窓
会
は
発
展
し
て
い
き
ま
せ
ん

の
で
本
年
も
同
窓
会
活
動
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
今
年

も
よ
き
1
年
で
あ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

Yokohama College of Commerce
第１回　
Yokohama College of Commerce 200910／31（土）

参加無料

鶴見キャンパスにて
　開催されました

次開催予定は

2011年です !!
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貸借対照表
平成21年9月30日　現在

単位：円
資　産　の　部 負債及び正味財産の部
科　目 金　額 科　目 金　額

1．現　　金 308,937
1 ．正味財産 94,616 ,7152 ．普通預金 10,516 ,544

3 ．定期預金 83,791 ,234
合　計 94,616 ,715 合　計 94,616 ,715

収支計算書
自　平成20年10月1日
至　平成21年9月30日

収入の部� 単位：円
科　　目 決算額

Ⅰ　会費収入 13,160 ,000
Ⅱ　事業収入 360,000
Ⅲ　資産運用収入 278,051
Ⅳ　雑収入 230,360
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 14,028 ,411
前期繰越収支差額 94,288 ,001
収入合計（B） 108,316 ,412

支出の部 単位：円

科　目 決算額
Ⅰ　事業費 5,665 ,679
Ⅱ　準会員支援金 5,176 ,158
Ⅲ　組織強化費 6,166 ,745
Ⅳ　管理費 5,691 ,115
当期支出合計（C） 22,699 ,697
当期収支差額（A）−（C） -8,671 ,286
次期繰越収支差額（B）−（C） 85,616 ,715

平成21年度収支予算書
自　平成21年10月1日
至　平成22年9月30日

収入の部� 単位：円
科　　目 21年度予算額

Ⅰ　会費収入 15,400 ,000
Ⅱ　事業収入 500,000
Ⅲ　資産運用収入 100,000
Ⅳ　雑収入 0
Ⅴ　積立金（剰余金）取崩収入 0
当期収入合計（A） 16,000 ,000
前期繰越収支差額 85,616 ,715
収入合計（B） 101,616 ,715

支出の部 単位：円
科　　目 21年度予算額

Ⅰ　事業費 6,700 ,000
Ⅱ　準会員支援金 6,000 ,000
Ⅲ　組織強化費 6,700 ,000
Ⅳ　管理費 5,800 ,000
当期支出合計（C） 25,200 ,000
当期収支差額（A）−（C） -9,200 ,000
次期繰越収支差額（B）−（C） 76,416 ,715

正味財産増減計算書
自　平成20年10月1日
至　平成21年9月30日

単位：円
科　　目 金　　額

Ⅰ　増加の部
　1．50周年記念事業積立金 1,000 ,000
　　　　増 加 額 合 計 1,000 ,000
Ⅱ　減少の部
　1．当期収支差額 8,671 ,286
　　　　減 少 額 合 計 8,671 ,286
　　当期正味財産増減額 -7,671 ,286
　　前期繰越正味財産額 102,288,001
　　期末正味財産合計額 94,616 ,715

横浜商科大学同窓会総会横浜商科大学同窓会総会
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年
の
開
催
と
う
か
が
っ
て
い
ま

す
。
次
回
も
よ
り
多
く
の
ご
出
席

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
以
上
の
ほ
か
、
在
学
生
へ
の
援

助
な
ど
を
予
算
に
沿
っ
て
業
務
を

遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
総
会
に
ご
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
へ
の
報
告
を
兼
ね
て
概

要
を
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

平成20年度　事業報告
（自：平成20年10月1日　至：平成21年9月30日）

【事業実績】
平成20年10月22日	大学との定期懇談会開催
	 10月31日	大学祭（飯山祭）へ支援
	 11月29日	第33回同窓会総会開催
平成21年	3 月25日	機関紙第34号発行
	 3 月26日	平成20年度卒業式・記念品贈呈・卒業記念パーティー支援
	 4 月 1 日	平成21年度入学式・記念品贈呈・同窓会奨学金贈呈（3名）
	 4 月28日	大学との定期懇談会開催
	 6 月 6 日	留学生懇親会支援
	 8 月 1 日	機関紙第35号発行
	 8 月 8 日	第4回支部長会議開催
	 9 月26日	平成21年度秋季卒業式・記念品贈呈
【支部総会】
平成20年	10月25日	福島支部総会開催
	 12月 6 日	関西支部総会開催
平成21年	2 月11日	剣道部支部総会開催
	 4 月11日	広島支部総会開催
	 4 月17日	ハンドボール部支部総会開催
	 5 月 9 日	飯山会支部総会開催
	 5 月15日	教員支部総会開催
	 5 月23日	四国支部総会開催
	 6 月21日	静岡支部総会開催
	 6 月27日	宮城支部総会開催
	 7 月 4 日	群馬支部総会開催
	 8 月 2 日	観光産業支部総会開催
	 9 月12日	経営情報システム支部総会開催
	 9 月19日	新潟支部総会開催
	 9 月19日	経営実践支部総会開催
	 9 月26日	会計人会支部総会開催
【役員会】
平成20年	10月18日	第73回役員会開催
平成21年	1 月31日	第74回役員会開催
	 2 月21日	第75回役員会開催
	 3 月14日	第76回役員会開催
	 4 月18日	第77回役員会開催
	 5 月23日	第78回役員会開催
	 6 月20日	第79回役員会開催
	 7 月25日	第80回役員会開催
	 9 月26日	第81回役員会開催

平成21年度　事業計画
（自：平成21年10月1日　至：平成22年9月30日）
1．定期総会の開催
2．機関紙の発行（年2回）
3．支部設立の推進（特に都道府県単位支部）
　　長野支部設立（平成21年10月25日　設立総会）
4．本部・支部及び各支部間の連絡強化
支部及び支部長一覧
都道府県支部	広島支部	 支部長	小畑　正治（第 4 期）
	 関西支部		  和田　　彰（第 2 期）
	 福島支部		  片野　　博（第 5 期）
	 静岡支部		  山崎　　成（第 4 期）
	 新潟支部		  吉井　直樹（第18期）
	 群馬支部		  鈴木　清照（第 8 期）
	 宮城支部		  小松　　智（第 8 期）
	 四国支部		  宇都宮吉彦（第11期）
OB支部	剣道部支部		 柴崎　雅治（第19期）
	 ハンドボール部支部		 山崎　　成（第 4 期）
	 経営実践支部		  佐藤　哲郎（第28期）
	 経営情報システム支部		  滝口　　猛（第10期）
	 飯山会支部		 榎田　悠一（第 1 期）
業界支部	観光産業支部		 杉原　一光（第 2 期）
	 教員支部		  和内　広行（第18期）
	 会計人会支部		 高崎　洋一（第28期）
	 不動産支部		 寺島　信悟（第 2 期）
5．名簿管理の充実
6．収支改善の検討
7．本部総会、各支部総会への出席率の向上

　

前
年
度
の
同
窓
会
に
係
る
事
業

と
し
て
主
な
点
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

①
各
支
部
に
お
け
る
支
部
総
会

は
、
支
部
長
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
開
催
さ
れ
、
恩
師
と
本
部
の
幹

事
、
他
支
部
の
方
を
交
え
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
長
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

②
10
月
25
日
に
は
、
久
保
学
長
、

平
田
・
佐
藤
教
授
お
よ
び
長
野
県

在
住
の
飯
島
教
授
を
お
迎
え
し

て
『
長
野
支
部
』
が
創
立
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
長
野
支
部

を
含
め
て
県
単
位
支
部
は
9
支
部

目
、
支
部
全
体
で
は
18
支
部
目
と

な
り
ま
す
。
今
後
の
支
部
の
発
展

を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
10
月
31
日（
土
）に
は
、
か
ね
て

よ
り
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
『
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
』
が

大
学
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
大
学
の
礎
と
な
っ
た
短
大

（
横
浜
商
科
短
期
大
学
：
2
年
制

で
2
回
生
の
卒
業
で
4
年
制
に
移

行
さ
れ
ま
し
た
）
の
卒
業
生
か
ら

21
年
9
月
に
卒
業
さ
れ
た
方
ま
で

多
数
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
開

催
に
際
し
て
実
行
委
員
長
の
小
林

商
学
部
長
を
は
じ
め
、
大
学
関
係

者
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

『
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
』
は
隔
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昨
年
の
10
月
25
日
に
大
学
よ
り

久
保
学
長
を
は
じ
め
3
名
の
先
生

方
、
同
窓
会
本
部
よ
り
会
長
・
副

会
長
、
事
務
局
の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
長
野
支
部
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
支
部
長
の
職
を
任

さ
れ
ま
し
た
、
春
日
健
三
と
申
し

ま
す
。
長
野
県
に
は
２
０
４
名
の

卒
業
生
が
お
り
、
各
地
域
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。本
県
は
中
南
信
、

東
信
、
北
信
と
範
囲
が
広
い
わ
け

で
す
が
、
当
日
は
24
名
の
出
席
者

で
盛
会
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
近
く
に
い
て
も
商

大
卒
の
仲
間
だ
と
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
た
び

の
支
部
設
立
に
よ
り
、
同
窓
会
が

太
い
パ
イ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
長

野
県
の
大
勢
の
仲
間
に
よ
り
、
支

部
が
発
展
で
き
ま
す
こ
と
を
希
望

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
も
役
員

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
年
齢
に
関

係
な
く
学
生
時
代
の
な
つ
か
し
い

思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
4
時
間
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
総
会
の
開
催
場

所
を
毎
年
か
え
、
全
員
が
出
席
し

☆
経
営
実
践
支
部
総
会

（
平
成
21
年
9
月
19
日
）

桜
木
町　

Ｈ
×
３

出
席
者
9
名（
先
生
・
本
部
よ
り
2
名
）

　
☆
新
潟
支
部

（
平
成
21
年
9
月
19
日
）

六
日
町　

ホ
テ
ル
魚
と
し

吉
井
、阿
部
、
目
黒
、
釼
持
、田
村
、

藤
縄（
先
生
・
他
支
部
・
本
部
よ
り
5
名
）

☆
不
動
産
支
部
総
会

（
平
成
21
年
10
月
22
日
）

横
浜
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ

出
席
者　

34
名
（
本
部
含
む
）

☆
剣
道
支
部

（
平
成
22
年
2
月
13
日
）

み
ど
り
キ
ャ
ン
パ
ス

出
席
者　

25
名
（
本
部
含
む
）

☆
観
光
産
業
支
部
総
会

（
平
成
21
年
8
月
2
日)

町
田　

ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣

杉
原
、小
松
、稲
垣
、坂
本
、葛
西

（
先
生
・
他
支
部
・
本
部
よ
り
4
名
）

☆
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
支
部
総
会

（
平
成
21
年
9
月
12
日
）

鶴
見　

ル
ー
ジ
ン

出
席
者
13
名
（
先
生
・
本
部
よ
り
2
名
）

や
す
い
よ
う
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
窓
会
に
出
席
す
る
こ
と

に
よ
り
年
齢
に
関
係
な
く
共
通
の

話
題
、
異
業
種
の
人
と
の
交
流
が

あ
り
、
人
間
関
係
の
幅
が
広
く
な

り
ま
す
。

　

長
野
県
在
住
の
皆
さ
ん
、
長
野

支
部
に
は
、
各
地
区
ご
と
に
中
南

信
、東
信
、北
信
と
ブ
ロ
ッ
ク
担
当

者
が
い
て
、
推
進
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
、
多
く
の
方
の
積

長 野 支 部 役 員
◇顧　問	 飯島　千秋教授
◇支部長	 春日　健二（3回生）
◇副支部長（東信担当）	 西原　日文（4回生）
◇副支部長（中南信担当）	小松　　稔（5回生）
◇会計・事務局	 土屋　　勝（10回生）
◇監　査	 小古井要一（12回生）
◇幹事（中南信担当）	 麻生　一代（7回生）
◇幹事（北信担当）	 永峯　優介（11回生）
◇幹事	 永峯　洋子（12回生）

長
野
支
部
が
設
立
い
よ
い
よ
活
動
開
始

極
的
な
参
加
を
希
望
い
た

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
学
へ
の
協

力
、
会
報
の
発
行
等
、
支
部

事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

出
席
者
と
役
員
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

出
席
者

春
日
健
三
、
西
原
日
文
、
小

松
稔
、下
田
俊
美
、麻
生
一
代
、

関
政
美
、土
屋
勝
、和
田
一
昭
、

永
峯
優
介
、
宮
崎
剛
、
永
峯

洋
子
、
小
古
井
要
一
、
渡
部

明
広
、
宮
沢
秀
美
、
藤
縄
佑

介
、
西
原
忠
、
加
藤
大
太
郎
、

同
窓
会
大
嶋
会
長
・
高
岡
副

会
長
・
事
務
局

久保学長　　　　佐藤教授　　　　
春日支部長　　　　平田教授　　　　飯島教授
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☆
福
島
支
部
総
会

（
平
成
21
年
11
月
7
日
）

群
山　

姑
娘
飯
店

片
野
、二
瓶
、相
楽
、鈴
木
、齋
藤
、

大
橋
（
本
部
よ
り
1
名
）

☆
関
西
支
部
総
会

（
平
成
21
年
12
月
5
日
）

大
阪　

鳥
よ
し
本
店

和
田
、林
、木
村
、井
上
、中
山
、小

濱
、仲
井
（
先
生
・
本
部
よ
り
4
名
）

☆
教
員
支
部
夏
季
研
修
会

（
平
成
21
年
9
月
21
日
）

　

☆
会
計
人
支
部
総
会

（
平
成
21
年
9
月
26
日
）

新
横
浜　

国
際
ホ
テ
ル

出
席
者
18
名
（
先
生
・
本
部
含
む
）

平
成
十
年
　
貿
易
・
観
光
学
科
卒
業

小
　
柴
　
　
茂

（
在
ネ
パ
ー
ル
日
本
国
大
使
館
勤
務
）

　

私
は
、
卒
業
後
、
民
間
企
業
に
入

社
し
て
約
5
年
間
勤
務
し
、
一
身
上

の
都
合
で
退
職
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

CM
で
お
馴
染
み
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
綜

合
警
備
保
障
㈱
に
入
社
し
ま
し
た
。

「
警
備
業
」
と
言
え
ば
、
ガ
ー
ド
マ

ン
、
交
通
誘
導
員
な
ど
を
想
像
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
当

社
に
お
い
て
は
、
警
備
機
器
が
異
常

を
検
知
し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
信
号
を

送
信
し
て
駆
け
つ
け
る「
機
械
警
備
」

が
主
体
で
す
。
最
近
で
は
、
PC
の

個
人
情
報
の
流
出
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
PC
監
視
を
行
う
「
情

報
警
備
」
の
事
業
も
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
会
社
に
籍
を
置
き
つ
つ
、

在
外
（
海
外
）
勤
務
が
で
き
る
制
度

が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
滅
多
に
な

い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
早
速
応
募
し

ま
し
た
。
昨
年
6
月
、
念
願
の
海
外

勤
務
が
決
定
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
人
生
で
初
の
海
外
体
験
で
あ
り
、

し
か
も
南
ア
ジ
ア
最
貧
国
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、「
ネ
パ
ー
ル
」
で
し
た
。

　

日
々
の
業
務
と
並
行
し
な
が
ら

の
語
学
研
修
、
赴
任
研
修
、
赴
任
準

備
等
、
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し

た
。

　

昨
年
9
月
末
に
2
年
間
の
任
期

で
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
ネ

パ
ー
ル
と
は
ど
ん
な
国
な
の
か
、
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
、
標
高
差
が
激
し

く
、
下
は
海
抜
60
ｍ
か
ら
上
は
世
界

最
高
地
点
の
エ
ベ
レ
ス
ト
８
８
４
８

ｍ
ま
で
、
亜
熱
帯
気
候
か
ら
亜
寒

帯
気
候
ま
で
作
り
出
さ
れ
て
お
り
、

地
理
学
的
に
も
世
界
有
数
で
あ
り

ま
す
。
面
積
は
北
海
道
の
約
2
倍
、

人
口
約
２
５
０
０
万
人
、
民
族
は

１
０
１
、
言
語
は
90
以
上
、（
公
用

語
は
ネ
パ
ー
ル
語
で
す
が
、
首
都
カ

ト
マ
ン
ズ
は
英
語
も
通
じ
ま
す
。）

宗
教
は
お
も
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
仏

教
で
す
。
世
界
遺
産
は
4
ケ
所
あ
り

ま
す
。
国
民
性
は
温
厚
で
、
親
日

感
情
が
強
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

途
上
国
で
は
珍
し
く
、
ネ
パ
ー
ル
人

コ
ッ
ク
が
日
本
で
修
業
し
て
開
業

し
た
、「
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が

首
都
内
だ
け
で
も
20
店
舗
以
上
あ

り
、
し
か
も
安
価
で
お
い
し
い
の
で

精
神
的
に
も
癒
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
イ
ン
フ
ラ
面
の
整
備
が
遅

れ
て
お
り
、
乾
季
（
10
〜
5
月
）
の

最
大
1
日
16
時
間
の
停
電
、水
不
足
、

燃
料
の
高
騰
、
自
動
車
増
加
に
よ
る

交
通
渋
滞
、
大
気
汚
染
等
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
治
安
で
す
が
、
特
有

事
態
と
し
て
頻
繁
に
起
こ
る
の
が

（
ネ
パ
ー
ル
語
で
）「
バ
ン
ダ
」
と
呼

ば
れ
る
強
制
的
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ

イ
キ
で
す
。
デ
モ
隊
が
道
路
封
鎖
や

投
石
を
行
う
の
で
、
期
間
中
は
航
空

卒
業
生
だ
よ
り

機
を
除
く
全
て
の
交
通
機
関
が
運

行
を
休
止
し
、
商
店
な
ど
も
閉
店
し

ま
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
の
が
「
日
本

国
大
使
館
の
領
事
・
警
備
班
」で
す
。

業
務
は
、
在
留
邦
人
の
管
理
、
邦
人

保
護
、
現
地
の
警
備
員
の
管
理
、
警

備
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
で
す
。

ま
た
、
大
使
館
員
お
よ
び
在
留
邦
人

に
対
し
、
最
新
の
治
安
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
邦
人
が
絡
ん
だ
事
件
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
ガ
イ

ド
な
し
で
単
独
で
登
山
し
て
高
山

病
に
な
っ
た
事
例
、単
独
で
旅
行
中
、

精
神
分
裂
症
に
な
っ
た
事
例
、
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
が
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル

が
停
電
の
為
、
ロ
ー
ソ
ク
の
火
を
つ

け
た
ま
ま
泥
酔
状
態
で
爆
睡
し
、
下

半
身
に
大
火
傷
を
負
っ
た
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　

赴
任
し
て
半
年
に
な
り
ま
す
が
、

大
学
生
活
に
お
い
て
培
わ
れ
た
語

学
の
知
識
が
海
外
に
お
い
て
業
務

を
行
う
上
で
大
変
役
に
立
っ
て
お

り
ま
す
。
2
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た

中
で
悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
・

ご
質
問
等
は
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

M
ail:shigeru0507@

yahoo.co.jp
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獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
商

大
の
校
歌
を
参
加
者
全
員
で
合
唱

し
、
17
時
30
分
過
ぎ
に
実
行
委
員

長
小
林
の
中
締
め
の
挨
拶
で
、
名

残
惜
し
く
も
懇
親
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
解
散
後
に
は
、
生
麦
や
横

浜
で
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
OB
・
OG

会
が
行
わ
れ
、
深
夜
ま
で
盛
り
上

が
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
卒
業
生
と
現
役
の
教

職
員
・
学
生
と
の
交
流
を
よ
り
活

発
に
し
て
い
く
た
め
に
、
今
回
に

限
ら
ず
飯
山
祭
期
間
中
に
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
隔
年
で
開
催
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
り

合
わ
せ
の
上
、
ご
家
族
揃
っ
て
、

ま
た
お
友
達
を
誘
っ
て
ご
参
加
頂

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
31
日
（
土
）
に

卒
業
生
を
母
校
に
お
迎
え
し
て
、

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が

つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
１
１
３
名
の
卒
業
生
と
7
名

の
退
職
教
職
員
の
方
々
に
ご
参
加

頂
き
、
ほ
ぼ
全
員
が
出
席
し
て
い

ま
し
た
現
役
の
教
職
員
と
旧
交
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
飯
山

祭
に
参
加
し
て
い
る
学
生
た
ち
と

も
交
流
し
て
頂
き
ま
し
た
。
卒
業

生
の
皆
様
の
中
に
は
ご
家
族
で
ご

参
加
頂
い
た
方
々
も
少
な
く
は
な

く
、
お
子
様
方
に
と
っ
て
も
楽
し

い
1
日
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
2
日
間
に
わ
た
る
飯

山
祭
の
初
日
で
し
た
の
で
、
午
前

中
か
ら
お
越
し
頂
い
た
卒
業
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
学
生
時
代
に
戻
っ

て
飯
山
祭
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
横
浜
開
港
１
５
０
周

年
記
念
事
業
の
「
よ
こ
は
ま
大

学
開
港
塾
」
が
13
時
か
ら
本
学

１
３
２
号
教
室
で
開
催
さ
れ
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
も
ご
出
席
頂
き

ま
し
た
。「
よ
こ
は
ま
大
学
開
港

塾
」
は
、
横
浜
市
の
大
学
・
都
市

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会
と
共

催
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
横
浜
市
内
の
8
大
学
が
リ

レ
ー
形
式
で
8
月
か
ら
11
月
ま
で

10
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
商
大
に

も
多
数
の
学
外
の
方
々
に
お
越
し

頂
き
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
観

光
庁
長
官
（
当
時
）
の
本
保
芳
明

氏
を
お
招
き
し
て
「
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
横
浜
の
戦

略
」
を
お
話
し
頂
き
、
そ
の
後
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

本
学
特
任
教
授
で
元
文
部
科
学
大

臣
の
鈴
木
恒
夫
氏
を
メ
イ
ン
パ
ネ

リ
ス
ト
に
、
卒
業
生
の
比
企
恒
治

氏（
新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
取
締
役
）

と
竹
本
寛
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
）
に
も
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加

わ
っ
て
頂
き
、
時
間
を
延
長
す
る

ほ
ど
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
歓
迎
式

典
・
懇
親
会
は
、
15
時
30
分
か
ら

５
３
１
号
教
室
（
旧
講
堂
）
で
ギ

タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
ハ
ー
バ
ー

ラ
イ
ト
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

で
始
ま
り
ま
し
た
。
演
奏
後
、
松

本
英
二
理
事
長
か
ら
卒
業
生
の
皆

様
に
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
大
嶋

裕
同
窓
会
会
長
か
ら
は
卒
業
生
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
頂
き
、
久
保
清

治
学
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
開

会
し
ま
し
た
。
懇
談
の
途
中
で

は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
篠
笛
と
端
唄
の
演

奏
、
ま
た
抽
選
会
が
余
興
と
し
て

行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
進
行
し
ま
し
た
。
抽
選
会
の
1

等
賞
品
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
の
ペ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
券
と
4
万

円
分
の
旅
行
券
で
、
ベ
イ
シ
ェ
ラ

ト
ン
ホ
テ
ル
の
食
事
券
や
ロ
イ
ヤ

ル
ウ
ィ
ン
グ
の
乗
船
・
食
事
券
と

い
っ
た
横
浜
ら
し
い
賞
品
も
準
備

さ
れ
、
37
名
の
卒
業
生
が
賞
品
を

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

商
学
部
長　

小
林　

雅
人 
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商
大
で
は
、
こ
れ
ま
で
年
に
1

回
、
3
月
に
卒
業
式
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
21
年
度
か
ら
は
3
月

に
加
え
て
9
月
に
も
卒
業
式
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
最
初
の
9

月
卒
業
式
が
平
成
21
年
9
月
26
日

㈯
13
時
か
ら
つ
る
み
キ
ャ
ン
パ
ス

講
堂（
５
３
１
教
室
）で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
式
は
、
羽
田
耕
治

教
務
部
長
に
よ
る
学
事
報
告
に
始

ま
り
、
13
名
の
学
生
一
人
ひ
と
り

に
学
位
記
が
久
保
清
治
学
長
か
ら

手
渡
さ
れ
、
続
い
て
久
保
学
長
か

ら
式
辞
、
松
本
英
二
理
事
長
に
よ

る
祝
辞
、
大
嶋
裕
同
窓
会
会
長
か

ら
記
念
品
贈
呈
、
最
後
に
は
校
歌

斉
唱
と
、
卒
業
生
の
人
数
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
3
月
の
卒
業
式
と

同
様
の
式
次
第
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
式
後
に
は
学

生
食
堂
で
卒
業
生
を
囲
む
懇
談
会

も
行
わ
れ
、
卒
業
式
に
出
席
し
た

教
職
員
が
参
加
し
在
学
生
も
駆
け

つ
け
て
、
和
や
か
に
13
名
の
卒
業

生
の
巣
立
ち
を
祝
い
ま
し
た
。
な

お
、
卒
業
式
に
欠
席
し
た
学
生
が

1
名
い
ま
し
た
の
で
、
21
年
9
月

に
卒
業
し
た
学
生
は
14
名
で
し
た
。

　

9
月
に
卒
業
式
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
セ
メ
ス

タ
ー
（
学
期
）
制
度
の
導
入
が
あ

り
ま
す
。
平
成
17
年
度
よ
り
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
が
現
在

の
も
の
へ
と
大
幅
に
改
定
さ
れ
、

セ
メ
ス
タ
ー
制
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
セ
メ
ス
タ
ー
制
で
は
、
半
期

（
前
期
ま
た
は
後
期
）
で
講
義
が

完
給
し
、
期
末
試
験
に
合
格
す
る

と
単
位
が
認
定
さ
れ
ま
す
。
16
年

以
前
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
通
年

制
で
単
位
を
認
定
し
て
い
ま
し
た

の
で
、2
回（
前
期
お
よ
び
後
期
）

の
期
末
試
験
に
合
格
し
な
い
と
単

位
が
修
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
不
合
格
の
場
合
に
は

再
度
1
年
か
け
て
履
修
し
直
す
必

要
が
あ
り
、
単
位
を
落
と
し
て
悔

し
い
思
い
で
再
履
修
し
た
卒
業
生

諸
氏
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

17
年
度
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、
不
合
格
に
な
っ
て
再
履
修
す

る
場
合
で
も
半
年
間
の
講
義
を
受

講
す
れ
ば
良
い
こ
と
か
ら
、
失
敗

し
た
場
合
の
り
ベ
ン
ジ
を
容
易
に

し
、
短
期
間
で
挽
回
で
き
る
こ
と

が
セ
メ
ス
タ
ー
制
の
利
点
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
卒
業
要
件
は
、
8
セ
メ
ス
タ
ー

（
4
年
間
）
以
上
在
籍
し
、
必
修

科
目
の
単
位
を
す
べ
て
修
得
し
た

上
で
、
基
礎
演
習
科
目
（
1
年
次

対
象
の
基
礎
学
力
お
よ
び
ス
キ
ル

育
成
科
目
）
群
、
国
際
理
解
力
育

成
科
目
（
お
も
に
外
国
語
科
目
）

群
、
多
角
的
思
考
力
育
成
科
目

（
教
養
科
目
）
群
、
学
部
専
門
科

目
群
、
お
よ
び
学
科
専
門
科
目
群

の
科
目
群
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
所

定
の
単
位
数
以
上
（
合
計
１
２
４

単
位
以
上
）
を
修
得
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
現
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
卒

業
要
件
を
満
た
し
た
学
生
が
21
年

3
月
に
初
め
て
卒
業
を
迎
え
、
残

念
な
が
ら
単
位
数
が
卒
業
要
件
を

わ
ず
か
に
欠
い
て
い
た
40
名
の
学

生
が
9
セ
メ
ス
タ
ー
目
の
同
年
9

月
末
で
卒
業
要
件
を
満
た
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
9
月
26
日
の
卒
業
式
で
卒
業
し

た
学
生
は
14
名
で
し
た
の
で
、
26

名
の
学
生
は
卒
業
要
件
を
満
た
し

て
い
な
が
ら
卒
業
し
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
21
年
度
か
ら
で
す
。
つ

ま
り
、卒
業
要
件
を
満
た
し
て
も
、

現
役
の
大
学
生
と
し
て
就
職
活
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
大

学
に
在
籍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
在
籍
制
度
が
、
21
年
度
に
新
設

さ
れ
た
の
で
す
。20
年
度
ま
で
は
、

卒
業
要
件
を
満
た
し
た
こ
と
で
卒

業
が
認
定
さ
れ
、
大
学
に
残
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
留
年
し
た
い
場
合
は
敢
え

て
卒
業
要
件
を
満
た
さ
な
い
よ
う

に
数
科
目
の
単
位
を
修
得
せ
ず
に

残
す
こ
と
で
、
卒
業
が
認
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
学
生
も
い

ま
し
た
。
21
年
度
に
新
設
さ
れ
た

単
位
修
得
後
の
在
籍
制
度
は
、
大

学
に
自
由
に
出
入
り
で
き
て
就
職

指
導
室
の
講
習
会
等
に
参
加
で
き

る
他
に
講
義
も
受
講
で
き
ま
す
。

休
学
制
度
と
異
な
る
点
は
、
大
学

を
休
む
の
で
は
な
く
て
通
学
す
る

と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
在
籍
制
度
の
適
用
を
受

け
た
場
合
に
、
学
生
は
1
セ
メ
ス

タ
ー
に
つ
き
３
万
５
０
０
０
円
の

在
籍
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
在
籍
料
は
休
学
し
た
場
合
の

学
費
と
同
額
で
す
が
、
前
述
し
た

よ
う
に
在
籍
制
度
の
適
用
者
は
学

内
施
設
を
利
用
で
き
、
単
位
の
修

得
は
で
き
ま
せ
ん
が
講
義
も
受
講

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
在
籍
で
き

る
期
間
は
1
年
間
以
内
に
限
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
9
月
卒
業
制
度
と

在
籍
制
度
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
21
年
9
月
末
に
卒
業
要
件
を

満
た
す
40
名
の
学
生
に
、
9
月
で

卒
業
す
る
か
、
在
籍
制
度
の
適
用

を
受
け
て
半
年
間
在
籍
し
て
22
年

3
月
に
卒
業
す
る
か
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
14
名
が
9
月
に
卒
業
す
る

こ
と
を
希
望
し
、
26
名
が
22
年
3

月
に
卒
業
す
る
こ
と
を
希
望
し
ま

し
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
21
年

9
月
26
日
の
卒
業
式
で
は
、
40
名

の
卒
業
認
定
学
生
の
う
ち
14
名
が

卒
業
し
た
の
で
す
。

　

平
成
21
年
度
9
月
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

−

9
月
卒
業
制
度
と
在
籍
制
度
の
新
設

−

商
学
部
長　

小
林　

雅
人
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会
報
36
号
発
行
に
あ
た
り
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
私
達
の
生

活
環
境
が
、
少
し
は
良
く
な
る
の
で
は
と

の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
現
実
は
、

ど
う
し
て
ど
う
し
て
不
況
の
只
中
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
ん
な
に
春
が
待
ち
遠
し
く
思
っ
た
事

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
な
お
、
多
く
の
人
々
に
不
安
と
深

刻
な
経
済
危
機
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
生
き
る
成
長
へ
の
活
路
を
拓

い
て
い
く
の
が
商
大
パ
ワ
ー
な
の
で
す
。

　

社
会
的
使
命
と
責
任
を
追
求
し
な
が

ら
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
今
年
も

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

同
窓
会
と
会
報
に
ご
意
見
、
ご
提
案
を

是
非
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

−

紀

−

第34回総会
年度別出席者の構成
 
卒業年　卒期　人数
 昭	44年短大	2	 １
昭	46年 4 大	1	 13
	 47	 2	 12
	 48	 3	 7
	 49	 4	 5
	 50	 5	 3
	 51	 6	 2
	 52	 7	 1
	 53	 8	 4
	 54	 9	 2

	 55	 10	 3
	 56	 11	 5
	 57	 12	 3
	 58	 13	 2
	 59	 14	 3
	 60	 15	 4
	 61	 16	 3
	 62	 17	 3
	 63	 18	 2
平	元年	 19	 3
	 2	 20	 1
	 3	 21	 1
	 5	 23	 4
	 7	 25	 2

	 10	 28	 3
	 11	 29	 1
	 12	 30	 2
	 13	 31	 1
	 14	 32	 1
	 15	 33	 2
	 16	 34	 3
	 17	 35	 3
	 18	 36	 1
	 20	 38	 1
	 21	 39	 1
	　　他		  1
　合計		 109名

　会員の方より『名簿の発行は？』というお問い合わせがありますが、同窓会としては現在
名簿の発行は休止しております。同窓会では『名簿』は重要な財産であり、規約（第4条2項）
にも「会員名簿の発行」を目的として掲げておりますが、「個人情報保護法」の施行の関係と
施行以前に発行した名簿が不当に利用された経緯もありまして現在発行は休止しております。
しかし、「名簿」は財産でもあり、会員である皆様との連絡には必須の情報ですので、同窓会
ホームページに掲載のとおり、目的を限定し、同窓会事務局でも専用パソコンを用意、施錠
できる部屋で名簿の管理を行っております。会員の皆様で“住所の変更”があれば、同窓会ホー
ムページ、郵送、FAXなどで事務局へご連絡をお願いいたします。メンテナンスして、機関
紙、総会案内などをお送りいたします。（差し支えなければメールアドレスもお願いします。）
会員相互の連絡以外には一切利用しておりませんのでよろしくお願いいたします。

−大嶋−

同窓会事務局
TEL・FAX　
０４５−５８３−９０３１
E-Mail : dousou@shodai.ac.jp
http://www.shodai-ob.com/
携帯サイト
http://hp.did.ne.jp/shodai-dousou/
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支
部
長
会
議
開
催
予
定

　

平
成
22
年
8
月
7
日
（
土
）

　

新
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
に
て
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

卒業生からの便り
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